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(4) たけのこ工場ではたらく人びとの仕事 

三島村にはたくさんのたけのこが生えます。このたけのこは、「大名た

けのこ」とよばれ、やわらかくて味がよく、鹿児島県内だけでなく県外で

も売られています。 

たけのこがとれるのは、５月の末から６月の末までです。とったたけの

こは、たけのこ工場へ運ばれます。工場では、機械
き か い

も使われていますが、

人の手でしなければならないところもたくさんあり、島の人たちが交代で

はたらいています。たけのこは、島の人たちや村にとって大切な収 入
しゅうにゅう

げ

んです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ はたらく人たちのくふうや大変なことはなんだろう。（たけ

のこをとる人・工場ではたらく人） 

・ 工場にはどのような機械が使われているだろう。 

【たけのこ工場のようす】 

工場の仕事の順番

はどうなっているの

かな。 
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【たけのこ工場の仕事の順番】

 

 

竹 林 か ら し ゅ う か く し た た け の こ

を運ぶ。  

長 さ を 大 ま

かにそろえる。 

太 さ や 大 き

さを分ける。  

箱 の サ イ ズ

に 合 わ せ て 切

る。  

重さをはかっては

こにつめる。  

出荷
しゅっ か

する。

（ フ ェ リ ー で

鹿児島市へ）

 どんなこ  

とに気をつ  

けているの

かな。  
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